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愛の一声ごみ収集事業を担当して… 

玄関に出してもらった燃えるゴミ・燃えないゴミ 

缶・びんなどいっぺんに全てのゴミを収集してい 

ます。玄関に出してあるゴミを収集していますの 

で顔を合わせないことも多いのですが…。 

ゴミを出している＝安心（＾＾）しています。 

ゴミが出ていない時は、“ピンポーン” 

玄関に出せない時はお手伝いも…。 

日々の生活や業務の中

で、「何かおかしい」と

感じることがあったら、

民生委員・児童委員や地

域包括支援センター、地

域福祉コーディネーター

（社会福祉協議会職員）

に相談するなど、地域で

行う「さりげない」見守

りです。 

（%） （世帯） 

高齢者を含む世帯数の推移 

自分でできること… 岡島さんの声 

１年半前につどいの場所として農園を始めるから行ってみないか…と 

地域包括支援センターの方に声をかけてもらったのがきっかけ。 

前には尺八の趣味もあったけど…よい音が出なくなっちゃったんだよ。 

時には体操教室にも行ってみたけど知らない人が多くて交流って感じ 

られなかった。それからは外との交流もなかったし…家庭菜園をして 

いたこともあったし…今では行くのが楽しみになっているよ。 

仲間が増えてくれるともっと楽しくなると思ってますよ。 

災害時の心配を少しでもなくせるように… 相馬さんの声 

ひとり暮らしで、息子が近くにいないから…普段から声をかけてくれ 

ると見てくれているんだな～と安心するしね。地震とか何かあった時 

には避難を手伝ってくれるのはありがたいですよね。この歳になると 

助けられてるなぁと思いますよ。 
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介護が必要な方や障がいのある方のうち、一定の要件に当てはまる 

方を対象に「避難行動要支援者」の名簿を作成しています。 

福祉総務課 福祉政策係 ☎ 225-2200 

地域住民による見守り関係のイメージ 

地域のごみ収集日に、市職員が対象世帯を訪問し、お声を 

かけて安否を確認するとともに、ごみも収集させていただきます。 

環境事業課 業務係 ☎ 225-2790 

資料 国勢調査 

※ 各年10月１日現在 

※ 国勢調査による数値であるため、住民基本台帳による数値とは一致しない。 

※ 高齢夫婦世帯とは、夫又は妻のいずれかが65歳以上の夫婦１組のみの一般世帯 

厚木市でも

高齢者の世

帯が増えて

い る の は

知っていた

けど、単身

世帯の伸び

率は思った

以上だなぁ 

 …。 



警備会社の方が、緊急事態が発生したときに適切な救援活動を行います。 

      介護福祉課 高齢者支援係         ☎ 225-2220 

障がい福祉課 障がい者支援第二係 ☎ 225-2254 

 

  

見守り活動事業を担当して… 

配達の時や訪問の時に…あれっ？と思ったら協力事業者から市に連絡が 

入ります。連絡が入った方については、地域包括支援センターやケアマ 

ネジャーなどかかわりのある人がいないか確認します。連絡がついて問 

題がなく過ごされていることを知るとホッとします。 

認知症高齢者等徘徊SOSネットワーク 

認知症の方や障がいのある方が行方不明になった際に、すぐに 

警察などに情報提供ができるよう個人の情報を登録しておくもの 

です。 
これが見守りステッカー‼ 

認知症高齢者等徘徊SOSネットワーク登録希望者には、 

靴やかばんに貼付できる見守りステッカーをもらうことも 

できます。ＧＰＳ（位置情報）端末も借りられるので 

気軽にお問合せください。 

介護福祉課 高齢者支援係  ☎ 225-2220 

緊急通報システムを使って… 中田さんの声 

息子が近くにいるけど、すぐに駆け付けられないことも 

あるから…。ボタンを押すだけで来てくれるので、思った 

ように動けない一人暮らしの私は、10年以上前から借りています。 

まだ、緊急通報したことはないけどね（＾＾） 

約300人の民生委員は、行政と市民をつなぐ立場であり、 

高齢者の見守り活動においても中心的な役割を担ってい 

ただいています。 

担当民生委員の問合せは福祉総務課まで 

福祉総務課 福祉政策係 ☎ 225-2200 

    お二人が着ている 

  オレンジ色のＴシャツ 

  はこれです‼ 

  RUN伴とは… 

  認知症の人や家族、 

  支援者、一般の人が 

   リレーをしながら、一つのタスキ 

     をつなぎゴールを目指す 

         イベントです。 

認知症サポーターとは、認知症に関する正 

しい知識と理解をもち、地域や職域で認知 

症の人や家族に対してできる範囲で手助け 

する人です。サポーターになるには、養成 

講座を受講していただきます。 

介護福祉課 高齢者支援係 ☎ 225-2220 

 市内では、お弁当・信用金庫・郵便局・新聞販売店・生協・ 

農協・宅配など24事業者が見守り活動をしています。 

福祉総務課 福祉政策係 ☎ 225-2200 

認知症サポーターの声❣ 三橋さん、中山さんの声 

サポーターになって…あの人“？？？”だったのがイライラもせず、その人の状態を 

                受け入れられるようになりました。 

                講座を受けた子どもたちもやさしさが出てきていて、 

                認知症にやさしい地域は、いろいろな人にとっても 

                やさしい地域になるのだなぁと実感しています。 

                一人でも多くの方に認知症サポーターになって 

                もらいたいと思っています。 

          地域福祉推進委員会でのサロンを開催して… 

           睦合北地区地域福祉推進委員 曽根さんの声 

           “最近、お茶飲みしながらおしゃべりする場所がなくなった 

           ね～”“前は散歩していると、寄ってお茶でもしてきなよ 

           って誘われておしゃべりしたもんだよね～（＾＾）” 

           要望の声からつどいの場を始めてみました。 

          特に男性は外に出るのがおっくうでしょ。でも、来てみたら 

         楽しいんだよね。男性でも続けて来てくれているんだよ。 

       他にもあれやってみようか…これはどうかな…と。このつどいの場所 

から広がって色々な場所ができ始めている。どこでも良いんだよね。自分の行きたい 

場所、やりたいことでつながりを持っていれば…ちょっとしたことでも気づくことが 

できるし、助け合える仲間になれるからね!! 

民生委員の私たちは… 小澤さんの声 

夜なのに明かりが灯らない、洗濯物が干したままになっているなど、ちょっとした変化 

を気にかけています。地域のみなさんに身近に感じていただけるよう…信頼してもらえ 

るよう…普段から挨拶や声掛けをしているんですよ。みなさんの周りに困っている人が 

           いたら、遠慮せず民生委員か地域包括支援センターへ相談する 

           よう伝えてほしいと思います。  


